
第回中小企業優秀新技術・新製品賞
受
賞
各
社
の
製
品
・
技
術

優
秀
賞

直
接
通
電
過
熱
に
よ
る
新
ホ
ッ
ト
プ
レ
ス
技
術

ア
ス
テ
ア

　
ア
ス
テ
ア
は
鋼
板
に
直
接
通
電
し

て
加
熱
す
る
「
ス
マ
ー
ト
ホ
ッ
ト
プ

レ
ス

Ｓ
Ｈ
Ｐ

工
法
」
を
開
発
し

た
。
従
来
の
炉
加
熱
方
式
に
比
べ
、

加
熱
効
率
が
大
幅
に
向
上
。
生
産
設

備
の
小
型
化
と
低
投
資
化
を
実
現
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
バ
ン
パ
ー
Ｒ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
な
ど
の
自
動
車
用
衝
突
安
全

部
品
が
低
コ
ス
ト
で
生
産
可
能
と
な

っ
た
。

　
ま
た
、
従
来
工
法
で
は
困
難
だ
っ

た
「
部
分
非
焼
き
入
れ
技
術
」
の
開

発
に
成
功
。
強
度
が
必
要
と
さ
れ
る

部
分
だ
け
を
焼
き
入
れ
す
る
こ
と

で
、
衝
突
時
に
効
率
良
く
エ
ネ
ル
ギ

ー
吸
収
が
で
き
、
変
形
制
御
に
よ
る

乗
員
保
護
性
も
向
上
し
た
。
市
場
ニ

ー
ズ
に
適
し
た
技
術
で
あ
り
、
今
後

は
車
体
骨
格
部
品
を
中
心
に
販
路
拡

大
を
進
め
る
。

　

岡
山
県
総
社
市
、
０
８
６
６
・

９
３
・
２
３
２
３

中
小
企
業
庁
長
官
賞

石
英
マ
イ
ク
ロ
チ
ュ
ー
ブ
・
キ
ャ
ピ
ラ
リ

湖北工業
　
湖
北
工
業
の
多
目
的
用
途
に
適

応
可
能
な
「
石
英
マ
イ
ク
ロ
チ
ュ

ー
ブ
・
キ
ャ
ピ
ラ
リ
」
は
、
細
胞

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
含
む

の
治

験
、
細
胞
を
光
学
的
に
分
析
す
る

フ
ロ
ー
サ
イ
ト
メ
ト
リ
ー
に
活
用

で
き
る
。
医
療
現
場
で
の
カ
テ
ー

テ
ル
、
内
視
鏡
の
支
持
体
に
も
な

る
。
さ
ら
に
１
０
０
０
度
Ｃ
以
上

の
燃
焼
解
析
、
放
熱
や
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
な
ど
熱
移
動
に
も
役
立
つ
。

こ
れ
ら
は
自
社
の
穴
あ
け
・
延
伸

技
術
の
ほ
か
、
石
英
の
特
性
を
引

き
出
し
た
点
が
実
現
し
た
。
す
な

わ
ち
２
０
０

以
上
の
紫
外
線

を

％
以
上
透
過
し
、
１
３
０
０

度
Ｃ
で
熱
的
安
定
し
、
電
荷
の
影

響
を
受
け
な
い
。

　
加
え
て
任
意
の
形
状
が
選
択
で

き
、
最
小
径
３

の
穴
径
の
も

の
を

個
均
一
に
１
２
５

チ

ュ
ー
ブ
へ
成
形
で
き
る
。

　

滋
賀
県
長
浜
市
、
０
７
４
９

・
８
５
・
３
２
１
１

　
中
小
企
業
優
秀
新
技
術
・
新
製
品
賞
は
中
小
企
業
の
技
術
の
振
興
を
図
り
、
わ
が

国
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
り
そ
な
中
小
企
業
振
興
財
団
と
日
刊

工
業
新
聞
社
が
制
定
し
た
表
彰
制
度
。
１
９
８
８
年

昭

に
ス
タ
ー
ト
し
、
今

回
が

回
目
。
応
募
総
数
は
４
２
０
件
を
集
め
、
中
小
企
業
庁
長
官
賞
１
件
、
優
秀

賞

件
、
優
良
賞

件
、
奨
励
賞

件
の
合
計

件
が
入
賞
し
た
。
内
訳
は
「
一
般

部
門
」
が
応
募
３
５
２
件
で
、
中
小
企
業
庁
長
官
賞
１
件
、
優
秀
賞

件
、
優
良
賞

９
件
、
奨
励
賞
８
件
の
合
計

件
。
「
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
部
門
」
は
応
募

件
で
、
優

秀
賞
２
件
、
優
良
賞
２
件
、
奨
励
賞
３
件
の
合
計
７
件
だ
っ
た
。
ま
た
、
特
別
賞
と

し
て
産
学
官
連
携
特
別
賞
７
件
、
環
境
貢
献
特
別
賞
３
件
が
選
定
さ
れ
た
。

優
れ
た
新
技
術
・
新
製
品
件
を
表
彰

柿
渋
含
有
抗
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
ア
ル
タ
ン
ノ
ロ
エ
ー
ス

ア
ル
タ
ン

優
秀
賞
【
産
学
官
連
携
特
別
賞
】

　
ア
ル
タ
ン
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策

商
品
「
ア
ル
タ
ン
ノ
ロ
エ
ー
ス
」

は
、
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
の
対
策
商
品
。
柿
タ
ン
ニ
ン

と
エ
タ
ノ
ー
ル
を
混
ぜ
た
製
剤
。
広

島
大
学
と
共
同
研
究
し
、
日
本
、
米

国
、
中
国
で
共
同
特
許
を
取
得
し

た
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
耐
薬
品
が
高

く
、
通
常
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
だ
け

の
対
策
で
は
十
分
で
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。
手
荒
れ
や
変
色
の
原
因
に
な

る
次
亜
塩
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
ポ
ピ
ド

ン
・
ヨ
ー
ド
と
異
な
り
、
食
品
添
加

物
で
あ
る
た
め
、
非
常
に
安
全
性
が

高
い
。
同
製
剤
は
食
器
、
調
理
器
、

ト
イ
レ
の
便
器
、
ド
ア
ノ
ブ
に
最

適
。
最
近
で
は
飲
食
を
提
供
す
る
ホ

テ
ル
、
老
人
介
護
施
設
、
事
業
所
に

食
事
を
提
供
す
る
給
食
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
か
ら
の
需
要
が
増
え
て
い
る
。

　

東
京
都
大
田
区
、
０
３
・
３
７

４
３
・
５
７
０
５

フ
ロ
ー
系
有
機
合
成
用
モ
ノ
リ
ス
リ
ア
ク
タ
ー

エ
マ
オ
ス
京
都

優
秀
賞
【
産
学
官
連
携
特
別
賞
】

　
エ
マ
オ
ス
京
都
の
「
ポ
リ
マ
ー
モ

ノ
リ
ス
」
は
、
有
機
物
を
重
合
し
て

作
製
す
る
高
分
子
多
孔
体
で
、
全
て

の
骨
格

材
料

と
流
路

孔

が

連
続
し
て
つ
な
が
る
モ
ノ
リ
ス

共

連
続
体

と
い
う
構
造
を
持
つ
。
マ

イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
単
位
で
孔
の
大
き

さ
を
制
御
す
る
独
自
技
術
で
、
高
い

強
度
や
分
離
性
能
を
実
現
。
高
速
液

体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
用
の
分
離

媒
体
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。
溶
液

か
ら
作
製
す
る
た
め
形
状
も
用
途
に

応
じ
て
円
柱
状
や
シ
ー
ト
状
な
ど
自

由
に
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
の
も
強
み

だ
。

　
２
０
１
２
年
４
月
に
大
阪
市
立
工

業
研
究
所
と
共
同
で
「
フ
ロ
ー
系
有

機
合
成
用
モ
ノ
リ
ス
リ
ア
ク
タ
ー
」

を
開
発
し
て
い
る
。

　

京
都
市
右
京
区
、
０
７
５
・
３

２
３
・
６
１
１
３

優
秀
賞

超
高
精
度
焼
き
ば
め
ホ
ル
ダ
　
ス
リ
ム
ラ
イ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｏ

Ｍ
Ｓ
Ｔ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
Ｍ
Ｓ
Ｔ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

「
ス
リ
ム
ラ
イ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｏ

ウ

ノ

」
は
、
振
れ
精
度
１

以
内

を
実
現
し
た
超
高
精
度
微
細
切
削
加

工
用
焼
き
ば
め
ホ
ル
ダ
ー

工
具
保

持
具

。
工
具
の
保
持
は
ホ
ル
ダ
ー

の
加
熱
・
冷
却
で
行
う
焼
き
ば
め
ホ

ル
ダ
ー
で
あ
り
、
作
業
者
が
変
わ
っ

て
も
、
安
定
し
て
振
れ
精
度
１

を
出
せ
る
。
加
工
前
の
工
具
調
整
時

間
な
ど
を
削
減
で
き
る
。

　
ホ
ル
ダ
ー
の
加
工
精
度
を
高
め
る

た
め
、
ス
リ
ム
ラ
イ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｏ
加
工

専
用
の
内
面
研
削
盤
を
工
作
機
械
メ

ー
カ
ー
と
共
同
開
発
。
ま
た
、
内
面

研
削
盤
の
主
軸
は
油
静
圧
軸
受
仕
様

に
し
た
。
こ
の
結
果
、
回
転
精
度
０

・
１

従
来
は
同
０
・
２

―

０
・
３

を
実
現
し
た
。

　

奈
良
県
生
駒
市
、
０
７
４
３
・

７
８
・
１
１
８
４

優
秀
賞

静
電
容
量
型
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
触
覚
フ
ィ
ル
ム

オ
ー
ギ
ャ

　
オ
ー
ギ
ャ
は
導
電
シ
リ
コ
ン
ラ
バ

ー
と
薄
膜
電
極
を
印
刷
形
成
し
た
樹

脂
フ
ィ
ル
ム
か
ら
な
る
「
静
電
容
量

型
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
触
覚
フ
ィ
ル
ム
技

術
」
を
開
発
し
た
。
最
大
の
特
徴
は

非
常
に
安
価
で
柔
ら
か
い
材
料
の
み

で
セ
ン
サ
ー
ヘ
ッ
ド
を
構
成
。
極
め

て
薄
く
、
組
み
込
み
の
自
由
度
が
非

常
に
高
い
。

　
こ
の
技
術
を
基
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
ハ

ン
ド
な
ど
の
触
覚
機
能
の
ほ
か
に
ア

ナ
ロ
グ
入
力
ス
イ
ッ
チ
か
ら
ジ
ョ
イ

ス
テ
ィ
ッ
ク
、
さ
ら
に
は
面
圧
分
布

検
出
セ
ン
サ
ー
シ
ー
ト
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ア
ナ
ロ
グ
入
力
機
器
の
作
製

が
可
能
に
な
っ
た
。

　
セ
ン
サ
ー
形
状
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

か
ら
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
サ
ポ
ー
ト
ま

で
、
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
す
る
。
小
面
積
か
ら
大
面
積
の

セ
ン
サ
ー
フ
ィ
ル
ム
を
自
在
に
作
れ

る
。

　

富
山
県
高
岡
市
、
０
７
６
６
・

７
３
・
２
０
３
０

（ ） 【企画特集】 ２０１３年 平成２５年 ５月８日 水曜日 　　

募
集
対
象

　
中
小
企
業
、
個
人
事
業

主
、
異
業
種
交
流
な
ど
の
グ

ル
ー
プ
や
組
合
が
自
ら
開
発

し
た
新
技
術
・
新
製
品
、
新

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
対
象
。
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
の
場
合
、
コ
ン

テ
ン
ツ
、
ゲ
ー
ム
、
フ
リ
ー

ソ
フ
ト
は
対
象
と
し
な
い
。

共
同
開
発
や
共
同
研
究
の
成

果
も
含
む
が
、
開
発
主
体
が

外
国
企
業
の
場
合
は
除
く
。

中
小
企
業
は
資
本
金
３
億
円

以
下
ま
た
は
従
業
員
３
０
０

人
以
下
の
企
業
と
し
、
大
企

業
の
出
資
が

％
以
上
の
企

業
、
大
企
業
の
連
結
対
象
企

業
、
上
場
企
業
、
外
国
企
業

お
よ
び
そ
れ
ら
の
実
質
グ
ル

ー
プ
企
業
、
持
分
法
適
用
関

連
会
社
は
除
く
。
同
様
に
大

企
業
・
上
場
企
業
、
外
国
企

業
が
実
質
支
配
す
る
グ
ル
ー

プ
や
組
合
は
除
く
。

　
な
お
、
第

回
は
２
０
１

１
年
か
ら

年
ま
で
の
２
年

間
に
開
発
を
完
了
、
あ
る
い

は
販
売
を
開
始
し
た
新
技
術

・
新
製
品
が
対
象
と
な
る
。

既
に
存
在
し
た
技
術
・
製
品

・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
あ
っ
て

も
対
象
期
間
中
に
大
き
な
改

良
・
改
善
が
な
さ
れ
た
も
の

は
対
象
と
す
る
。

特
別
賞
併
賞

　
本
賞
に
併
せ
て
、
特
別
賞

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
産
学

官
連
携
特
別
賞
は
、
部
門
表

彰
作
品
の
中
で
、
大
学
な
ど

の
研
究
・
試
験
機
関
が
技
術

指
導
面
な
ど
で
貢
献
し
て
い

た
場
合
に
、
当
該
研
究
機
関

の
担
当
者
個
人

複
数
の
と

き
は
、
原
則
も
っ
と
も
貢
献

度
の
高
い
１
人

を
併
せ
て

表
彰
す
る
。
環
境
貢
献
特
別

賞
は
、
特
に
環
境
に
貢
献
す

と
認
め
ら
れ
る
製
品
な
ど
を

表
彰
す
る
。

審
　
査

　
審
査
は
学
識
経
験
者
、
主

催
関
係
者
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
審
査
委
員
会
お
よ
び
各
分

野
の
専
門
家
に
よ
る
専
門
審

査
委
員
会
に
お
い
て
厳
正
に

審
査
さ
れ
る
。
第

回
の
審

査
体
制
は
、
審
査
委
員
会
審

査
委
員
長
に
吉
川
弘
之
科
学

技
術
振
興
機
構
研
究
開
発
戦

略
セ
ン
タ
ー
長
、
専
門
審
査

委
員
会
は
一
般
部
門
の
委
員

長
に
堀
池
靖
浩
筑
波
大
学
数

理
物
質
科
学
研
究
科
客
員
教

授
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
部
門
の

委
員
長
に
玉
井
哲
雄
法
政
大

学
理
工
学
部
創
生
科
学
科
教

授
を
迎
え
、
組
織
さ
れ
た
。

審
査
は
「
優
秀
性
」
「
独
創

性
」
「
市
場
性
」
を
中
心
に

「
中
小
企
業
ら
し
さ
」
「
環

境
へ
の
配
慮
」
「
社
会
的
有

用
性
」
な
ど
も
考
慮
さ
れ

る
。
原
則
と
し
て
書
類
審
査

だ
が
、
実
地
調
査
や
実
演
に

よ
る
動
作
確
認
を
行
う
場
合

も
あ
る
。
応
募
書
類
の
記
載

に
誤
り
や
他
の
権
利
の
侵
害

な
ど
が
あ
る
と
判
明
し
た
場

合
に
は
、
発
表
後
で
あ
っ
て

も
賞
を
取
り
消
し
、
留
保
さ

れ
る
。


